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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年６月30日）におけるわが国の経済は、政府による経済

政策により、景気回復への期待が膨らんでおりましたが、消費税率の引上げや、原材料価格の高騰等が継続し、依

然として先行きが不透明な状況で推移いたしました。 

  このような状況の中、当社グループは、あらゆるコストの削減に引き続き取り組んでまいりましたが、原材料価

格高騰の転嫁が進まず、厳しい結果となりました。 

  この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高が110億９千万円で前年同四半期比１億７千９百万円の

増収（1.6%増）、営業利益は１千万円で前年同四半期比３千２百万円の減益（75.0％減）、経常利益は９千７百万

円で前年同四半期比１億５百万円の減益（52.1%減）、四半期純利益は６千万円で前年同四半期比１億１千５百万

円の減益（65.5%減）となりました。 

 

  次に、セグメント別に概況をご報告いたします。 

 なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を変更しております。セグメント名称変更による

セグメント情報に与える影響はありません。 

 

(インキ事業) 

  オフセットインキは、市場の縮小化が進行する中、拡販につとめ、数量および売上高は前年同四半期並みとなり

ました。 

  グラビアインキも、拡販に努めてまいりましたが、数量および売上高は前年同四半期に比べ減少いたしました。 

  印刷用材料は、オフセットインキと同様に市場の縮小化が進行する中、売上維持に努めましたが、売上高は前年

同四半期並みとなりました。 

  印刷機械の売上高は、前年同四半期並みとなりました。 

  この結果、インキ事業の売上高は35億４千万円で前年同四半期比５千８百万円の減収（1.6%減）、セグメント利

益は原材料価格高騰の転嫁が進まず、５千７百万円で前年同四半期比８千３百万円の減益（59.1%減）となりまし

た。 

 

(化成品事業) 

  合成樹脂用着色剤は、包装用途向けの受注が伸び悩みましたが、自動車用途向けの受注は堅調に推移し、数量お

よび売上高は前年同四半期に比べ増加いたしました。 

  合成樹脂成形材料は、自動車用途向けの受託が減少し、またその他用途の受注も減少し、数量および売上高は前

年同四半期に比べ減少いたしました。 

  この結果、化成品事業の売上高は52億５千９百万円で前年同四半期比３千１百万円の増収（0.6%増）となり、セ

グメント利益は売上構成の変化により、３億３千８百万円で前年同四半期比１億４千１百万円の増益（71.6%増）

となりました。 

 

(加工品事業) 

  防災・減災向け土木資材および水処理用途向け材料の販売が順調に推移し、売上高は前年同四半期に比べ増加い

たしました。 

  この結果、加工品事業の売上高は22億１千９百万円で前年同四半期比２億２千１百万円の増収（11.1%増）とな

りましたが、利益面では原材料価格の高騰および市場の競争の激化、また新規設備の償却負担増等が影響し、４千

４百万円のセグメント損失（前年同四半期は４百万円のセグメント損失）となりました。 

 

（不動産賃貸事業) 

  不動産賃貸事業は、売上高は７千万円で前年同四半期比１千４百万円の減収（17.1%減）、セグメント利益は３

千万円で前年同四半期比１千８百万円の減益（36.8%減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 (資産） 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は460億３千万円となり、前連結会計年度末に比べ６千３百万円減少いた

しました。主な要因は、現金及び預金の増加７千３百万円、受取手形及び売掛金の減少９億４千８百万円、たな卸

資産の増加３億５千５百万円、繰延税金資産の増加１億９百万円、有形固定資産の減少１億８千９百万円及び投資

有価証券の時価上昇等に伴う増加４億６千４百万円等によるものです。 

 (負債） 

  負債合計は251億７千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億７千２百万円減少いたしました。主な要因

は、支払手形及び買掛金の減少５億８千６百万円、短期借入金の増加３億６千万円、賞与引当金の増加３億１千６

百万円、長期借入金の減少２億２千４百万円、繰延税金負債の増加３億８千２百万円及び退職給付に係る負債の減

少７億５千８百万円等によるものです。 

 (純資産） 

  純資産の部は208億５千８百万円となり前連結会計年度末に比べ７億８百万円増加いたしました。主な要因は、

利益剰余金の増加４億１千４百万円及びその他の包括利益累計額の増加３億１百万円等によるものです。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想に関しましては、今後の経済情勢や当社グループを取りまく事業環境等が不透明であることから、

現時点では第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想（平成26年５月15日発表）に変更はありません。今

後、連結業績予想に修正の必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。

 なお、業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は今後

の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

 （退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に

近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平

均割引率を使用する方法へ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が676百万円減少し、利益剰余金が435百万円

増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,624 1,697 

受取手形及び売掛金 18,130 17,182 

商品及び製品 3,679 3,961 

仕掛品 1,247 1,313 

原材料及び貯蔵品 1,645 1,653 

繰延税金資産 288 389 

その他 134 203 

貸倒引当金 △64 △56 

流動資産合計 26,685 26,345 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,916 6,820 

機械装置及び運搬具（純額） 2,556 2,469 

工具、器具及び備品（純額） 91 104 

土地 3,497 3,497 

リース資産（純額） 609 590 

建設仮勘定 24 25 

有形固定資産合計 13,696 13,507 

無形固定資産    

リース資産 2 1 

その他 87 82 

無形固定資産合計 89 84 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,234 5,698 

繰延税金資産 155 164 

その他 399 398 

貸倒引当金 △166 △168 

投資その他の資産合計 5,622 6,093 

固定資産合計 19,409 19,685 

資産合計 46,094 46,030 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 12,112 11,526 

短期借入金 3,890 4,250 

1年内返済予定の長期借入金 1,394 1,308 

リース債務 199 198 

未払法人税等 169 161 

賞与引当金 430 747 

未払消費税等 34 119 

未払費用 760 832 

その他 709 413 

流動負債合計 19,700 19,558 

固定負債    

長期借入金 2,616 2,392 

リース債務 437 419 

繰延税金負債 497 879 

退職給付に係る負債 2,218 1,460 

役員退職慰労引当金 249 240 

その他 224 221 

固定負債合計 6,244 5,613 

負債合計 25,945 25,172 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,246 3,246 

資本剰余金 2,511 2,511 

利益剰余金 13,734 14,149 

自己株式 △52 △52 

株主資本合計 19,439 19,854 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 549 867 

繰延ヘッジ損益 △0 △0 

為替換算調整勘定 △50 △63 

退職給付に係る調整累計額 △46 △49 

その他の包括利益累計額合計 452 754 

少数株主持分 257 249 

純資産合計 20,149 20,858 

負債純資産合計 46,094 46,030 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 10,910 11,090 

売上原価 9,491 9,641 

売上総利益 1,419 1,449 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 376 392 

福利厚生費 83 87 

減価償却費 61 64 

賞与引当金繰入額 131 144 

退職給付引当金繰入額 47 31 

役員退職慰労引当金繰入額 9 16 

通信交通費 75 83 

荷造及び発送費 262 263 

その他 328 354 

販売費及び一般管理費合計 1,375 1,438 

営業利益 43 10 

営業外収益    

受取利息 10 7 

受取配当金 69 63 

貸倒引当金戻入額 82 5 

その他 19 26 

営業外収益合計 181 102 

営業外費用    

支払利息 18 14 

その他 4 2 

営業外費用合計 22 16 

経常利益 203 97 

特別利益    

投資有価証券売却益 80 － 

受取保険金 26 － 

特別利益合計 107 － 

特別損失    

固定資産除売却損 10 2 

特別損失合計 10 2 

税金等調整前四半期純利益 299 94 

法人税、住民税及び事業税 189 155 

法人税等調整額 △53 △114 

法人税等合計 135 40 

少数株主損益調整前四半期純利益 164 53 

少数株主損失（△） △11 △6 

四半期純利益 175 60 

 

東京インキ㈱ (4635) 平成27年３月期　第１四半期決算短信

 - 6 -



（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 164 53 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 78 318 

繰延ヘッジ損益 △15 △0 

為替換算調整勘定 36 △13 

退職給付に係る調整額 － △3 

その他の包括利益合計 99 301 

四半期包括利益 263 355 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 275 362 

少数株主に係る四半期包括利益 △11 △6 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
 

インキ 

事業 

化成品 

事業 

加工品 

事業 

不動産賃貸 

事業 
計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,599 5,228 1,997 85 10,910 10,910 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 7 0 － 7 7 

計 3,599 5,235 1,998 85 10,918 10,918 

セグメント利益又は損失（△） 140 197 △4 49 382 382 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差額調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

 

利益 金額 

報告セグメント計 382 

全社費用（注） △339 

その他の調整額 0 

四半期連結損益計算書の営業利益 43 

（注）  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
 

インキ 

事業 

化成品 

事業 

加工品 

事業 

不動産賃貸 

事業 
計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,540 5,259 2,219 70 11,090 11,090 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 18 3 － 21 21 

計 3,540 5,277 2,222 70 11,111 11,111 

セグメント利益又は損失（△） 57 338 △44 30 382 382 

（注）  当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を変更しております。なお、セグメント名称変更によ

るセグメント情報に与える影響はありません。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差額調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

 

利益 金額 

報告セグメント計 382 

全社費用（注） △370 

その他の調整額 △1 

四半期連結損益計算書の営業利益 10 

（注）  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

      会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法

を変更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しておりま

す。 

      この変更に伴う当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。 
 

東京インキ㈱ (4635) 平成27年３月期　第１四半期決算短信

 - 9 -


	第1四半期決算短信サマリードラフト140804
	第1四半期決算短信本文ドラフト140806



